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研究成果の概要（和文）：教員の教育業績を多角的に評価する方法および教育改善の方法として認知されつつあるティ
ーチング・ポートフォリオが形骸化せずに継続的かつ効果的に活用されるための支援プログラムの提案を行った．実際
の成果として，作成ワークショップの支援システムの開発，ワークショップのスタンダードの提案，メンタリングのチ
ェックシートの開発，作成開始時のポートフォリオチャートの開発などがあげられる．これらはすべて実際のワークシ
ョップにおける作成者，作成支援者および企画者からの直接的な意見をとりいれ，その効果検証を行いながら開発され
た．

研究成果の概要（英文）：The teaching portfolio which is effective for an multi-dimensional evaluation and 
improvement of teaching, is gradually known to higher education community in Japan. In this study, we 
developed several systems and tools for sustainable and effective use of the teaching portfolio.

We proposed a web system for providing fundamental information, supporting the workshop of developing the 
teaching portfolio, a workshop standard for assuring the quality of the workshop. We also developed a 
workshop for revising the teaching portfolio and one for developing an academic portfolio, a standard for 
ensuring the quality of the workshop and a check sheet for effective mentoring in workshops and a 
portfolio chart for assisting the development of the teaching portfolio.

研究分野： 高等教育開発
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
(1) ティーチング・ポートフォリオとは 
ティーチング・ポートフォリオ（以下，ポー
トフォリオ）とは「 大学教員が自分の授業
や指導において投じた教育努力の少なくと
も一部を，目に見える形で自分および第三者
に伝えるために効率的・効果的に記録を残そ
うとする教育業績ファイル」であり，教員の
教育業績評価および教育改善の有効な手段
として欧米では既に広く普及している仕組
である． 研究開始当初は，利便性やアクセ
スビリティに優れた ICT 環境を利用した e-ポ
ートフォリオの普及，学生の学習を高め成果
を評価するための Learning Portfolio との連
携，研究業績その他包括的に業績を扱う
Academic Portfolio への拡張などが関連する
課題として研究され，現場に浸透しつつあっ
た．  
(2)日本におけるポートフォリオ  
国内外の急速な状況変化により高等教育機
関は競争的環境下にあった．それに伴い大学
の説明責任は増し，そのための内部質保証シ
ステムの整備が求められていた．とりわけ
「教育」に関する評価および向上は高等教育
全体としての喫緊の課題であり，例えば，
2008 年の中央教育審議会の答申「学士課程
教育の構築に向けて」では，大学に期待され
る取り組みとして，教員の人事・採用にあた
り教育面を一層重視することが求められて
いた． 
 ポートフォリオは(1)で述べた通り，教員に
関する評価・教育改善の課題を解決しうる方
法である．当時の状況変化は，ポートフォリ
オが受容される条件を整えるべき時期にあ
ったといえよう．ポートフォリオは実は
1990 年代末にアメリカにおける教育業績評
価および教育改善の方法として日本におい
て紹介されていたが，当時の状況としては授
業評価にようやく関心が向けられた時期で
あり，普及には至らなかった．それまでは教
員養成学部の学生の学習ツールとしてなど
用途が限られていた時代であった． 
(3)ポートフォリオの可能性 
研究代表者は 2007 年より，ポートフォリオ
に注目しその有効な導入方法について研究
を行ってきた．例えば，日本に適応したワー
クショップの提案や，リソースの開発，情報
共有のためのウェブサイト構築開始など具
体的な提案を行っていた．そして，その成果
を用いて支援を行い，実際に複数の高等教育
機関への導入を成功に導いていた．研究開始
当初は，導入をする機関が増加する途上にあ
ったが，導入に際しての支援体制をさらに整
えることおよび導入後の継続性に関する研
究および知見の蓄積が必要であった．ポート
フォリオは時間的および労力的コストが高
いため，正しい理解と活用のための組織体制
がなければ導入の失敗あるいはその運用時
の形骸化を招く．ポートフォリオの効果の発
現と維持は，その体制の質にかかっており，

それらの研究および具体的な支援体制プロ
グラム等の提案を含めた研究が待たれてい
た．  

ポートフォリオは教員の業績を公正に評
価し，また，教育能力の向上に資する方法と
して機能しうる．しかしながら，大学評価と
いう観点から考えるとき，どのような評価基
準をもってすればそのように判断可能とな
るかという問いに答えねばならなかった． 

以上が研究開始当初の背景である． 
 
２．研究の目的 
日本において教員の教育業績を多角的に評
価する方法および教育改善の方法としてテ
ィーチング・ポートフォリオ(以下，ポートフ
ォリオ)が認知され普及を始めた当時，ポート
フォリオが形骸化せずに継続的かつ効果的
に活用されるために具備すべき条件の同定
と，それを実現するための支援プログラムの
提案を行う．さらに，ポートフォリオを内部
質保証システムとして判断するための要素
および評価基準についても検討を行い提案
する．そして，ポートフォリオの利用が高等
教育の質の向上に資することを最終目的と
する． 

具体的には次の 3 点を明らかにすることを
目的とする． 
 ポートフォリオ導入支援のためのプログ

ラムの開発と公開：ポートフォリオ作成者，
メンター，導入機関各々に向けた支援プロ
グラムの開発 
 作成者の自己省察を促進するポートフ

ォリオ作成支援プログラム 
 経験の浅いメンターに必要な知識を補

完するデータベース 
 ポートフォリオ導入機関に必要なリソ

ース整備と導入事例の蓄積 
 ポートフォリオの継続的活用に必要な要

因の同定と支援プログラムの開発 
 継続的活用に必要な個人的要因，組織的

要因，社会的要因の同定 
 更新ワークショップの開発と提案 

 内部質保証システムとしてポートフォリ
オの位置づけの確立 
 ポートフォリオの評価方法および評価

結果を機関として利用する方法の提案 
 内部質保証システムとして判断するた

めの評価基準の提案 
 

３．研究の方法 
研究期間の研究方法としては，次のような方
法・方針とした．まず，概要を示し，そして
各年度における研究実施方法を示す． 

平成 23 年度については，作成者・メンタ
ー・機関の支援プログラムの開発と公開，お
よび継続的活用を支援するためのプログラ
ムつまり，ポートフォリオの更新ワークショ
ップの開発の２つを軸とした．そして，平成
24 年度以降は本研究の支援プログラムの公
開も開始され，ポートフォリオの普及が進ん



でいると期待される．そこで，平成 24 年度
以降は，開発中の機関支援プログラムおよび
更新ワークショップの公開に続き，新知識の
提案のための研究を実施する．具体的には導
入機関におけるポートフォリオが活用の実
態についての事例の収集や，質問紙調査，イ
ンタビュー調査を実施し多様なデータを検
討することで，ポートフォリオの効果的継続
のための要因および内部質保証システムと
しての判断基準の作成に関する知見を提供
する．全体として，24 年度はプログラム開
発，25, 26 年度は新知識の提案のための研究
を実行する． 
【平成 23 年度】 
(1)作成者・メンター・機関の支援プログラム
の開発と公開 
ティーチング・ポートフォリオは普及の途上
にあるため，ウェブサイトによる多角的な支
援プログラムの開発と公開を優先し，開発過
程においても導入支援を通じてポートフォ
リオの正しい普及に貢献する．ポートフォリ
オ作成者には自己省察を促進させつつ効率
性を高めたポートフォリオ作成支援プログ
ラム，メンターにはメンタリングのための知
識的支援を行うポートフォリオ・データベー
ス，機関には包括的な導入パッケージ・プロ
グラムという三者に対する支援プログラム
が開発の中心である．機関に協力を要請して
作成ワークショップに支援プログラムのプ
ロトタイプを組み込み，フィードバックを得
て改変を重ねる．ポートフォリオに関するハ
ブ的役割を担うウェブサイトは既に稼働を
始めており，本年度末にはこのウェブサイト
上にて作成者およびメンター向けプログラ
ムの公開を行う．  
(2)ポートフォリオの継続的活用のための支
援プログラム（更新ワークショップ）のプロ
トタイプ開発 
 上記プロジェクトと平行して，更新ワーク
ショップのプロトタイプの開発を行う．ポー
トフォリオの作成者は現在既に国内で 100
名を越えつつあるが，「更新の難しさ」とい
う問題が浮上している．ポートフォリオの更
新は，継続的な教育改善の有効な方略として
知られているが，実際には独力で行うのは難
しくプログラムとしての整備が必要である．
そこで，ポートフォリオの継続的活用を目指
した更新ワークショップの開発を行う．方法
としては更新ワークショップのプロトタイ
プ案を作成し，(1)ポートフォリオ作成経験者
である研究代表者および研究分担者がこの
プログラムを施行，(2)ポートフォリオ導入機
関にプロトタイプ案を提示して意見聴取を
行う．このプロセスが順調に進めばさらに，
プロトタイプとして確定し，実際にワークシ
ョップを施行して試行と評価を行う． 
【平成 24 年度】 
(1) 機関のポートフォリオ導入のための支援
プログラムの開発と公開 
平成 23 年度に収集した情報をもとに，導入

予定機関のための支援プログラムの開発を
進める．具体的には，導入プロセスに関する
リソースと事例のアーカイブ，そして，導入
に関するコンサルテーションが支援プログ
ラムの柱となる．これらをウェブコンテンツ
として開発し，公開する．また，平成 23 年
度に既に公開済みの作成者およびメンター
のための支援プログラムについても継続的
に運用しつつ，フィードバックに基づいた改
善を行う． 
(2) 更新ワークショップの公開 
平成 23 年度に作成されたプロトタイプを試
行し，ワークショップの正式な提案を実施す
る．この頃にはポートフォリオ作成者の人数
も増え，更新ワークショップに関心を示す参
加者が増加することが期待される．ポートフ
ォリオ導入済みの機関に実施依頼をする他，
研究代表者の所属機関における実施も計画
する． 
【平成 25/26 年度】 
(1)活用に関する事例収集と要因の分析 
ポートフォリオの導入についてはこれまで
の研究で一定の成果を得たといえる．そして，
次に取り組むべき課題は，ポートフォリオが
有効性を保ったまま継続することについて
である．導入済機関への訪問調査，作成者へ
の質問紙調査やインタビューなど多彩なデ
ータ収集方法によって，(a)個人および機関の
活用の実態，(b)活用の阻害要因，(c)活用の促
進要因，(d)活用のための支援策について調査
を行い，これらについて明らかにする．調査
対象はポートフォリオを作成して３年を経
た個人および組織であり，ポートフォリオに
関する初のフォローアップ調査研究といえ
る． 
(2)ポートフォリオ質保証システムたる要件
および判断基準の提案 
本テーマは，ポートフォリオが高等教育機関
の質保証のための方法として機能しうるか
という課題を取り扱っている．このことから，
ポートフォリオの客観性の保持と，ポートフ
ォリオを教育業績評価として位置づける際
に必要な要件，また，このポートフォリオシ
ステムが内部質保証として認められるため
に備えるべき要件および判断基準について
検討し，提案を行う． 
 そのための方法としては，海外における質
保証機関がポートフォリオシステムを如何
に評価しているかについての事例の収集と
文献調査，日本におけるポートフォリオ利用
機関における内部質保証システムとしての
有効性に関するインタビュー調査および実
態調査を行う． 
 
４．研究成果 
下記に本研究において達成された成果を整
理する． 
(1) ウェブサイトの構築 ポートフォリオの

作成者・作成支援を行うメンター・実施
する機関の支援プログラムを提供するウ



ェブサイトの開発と公開を行った，本サ
イトでは，総合的な情報提供の他，導入
機関による事例の紹介，ワークショップ
の支援環境を実装した. 
(http://www.teaching-portfolio-net.jp/） 

(2) 更新ワークショップの開発と実施 ティ
ーチング・ポートフォリオの継続的な利
用環境の整備に資するため更新ワークシ
ョップを開発し，提案を行った．１日か
つ相互メンタリングによる更新の枠組み
は，ティーチング・ポートフォリオを無
理なく更新する機会の提供となった． 

(3) アカデミック・ポートフォリオの開発と
実施 ティーチング・ポートフォリオの
拡張版であるアカデミック・ポートフォ
リオのワークショップを開発し，実際に
ワークショップを行った．ティーチン
グ・ポートフォリオを同じ構成をとるこ
とで，ティーチング・ポートフォリオの
ワークショップと同様に開催できること
から，開催コストが下がること，また，
ティーチング・ポートフォリオを作成し
てからアカデミック・ポートフォリオを
作成するという二段階の作成方法を提示
することで，作成を実現した． 

(4) ワークショップ・スタンダードの作成と
公開 ティーチング・ポートフォリオの
質保証を目指したワークショップについ
ての７つの基準及び４つの努力基準から
構成されるワークショップ・スタンダー
ドを開発した． 

(5) 作成後のフォローアップ調査の実施 テ
ィーチング・ポートフォリオ作成の影響
について調べるために，フォローアップ
調査を行った．結果として作成後４ヶ月
から３年ほど後においても，ティーチン
グ・ポートフォリオ作成の満足度は高く，
意識や行動に影響を与えることがわかっ
た． 

(6) アカデミック・ポートフォリオ・チャー
トの開発 アカデミック・ポートフォリ
オの作成を容易にするチャートの開発を
行った．この提案により，作成時間の短
縮や作成プロセスの質保証がしやすくな
った 

(7) メンタリングの質保証の仕組みの提案 
ワークショップ中に行われるメンタリン
グの質保証を目的としたメンタリングチ
ェックシートの開発を行った． 
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